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はじめに
　私は2012年 4月からカナダのモントリオール
にあるMcGill UniversityのThe Alan Edwards 
Center for Research on Painに留学し，博士研究
員としてDr. Stoneのご指導のもと腰痛研究に携
わっております。本稿では私の研究，現地の様子，
そして私と私の家族（妻と 1歳の娘）の現地での
留学生活についてご紹介させていただきます。
McGill大学
　McGill（マギル）大学はカナダのケベック州モ
ントリオールにあり，トロントのToronto大学，
バンクーバーのBritish Columbia大学と並び，カ
ナダで最も権威のある国際的研究大学機関の一つ
あり，1821年にイギリス毛皮商のJames McGill
によって設立されたカナダ最古の大学としても知
られております。ケベック州に位置するため，現
地の公用語はフランス語ですが，大学内では全て
の教育研究を英語で行う英語圏の大学でありま
す（しかし，フランス語化への動きも長い歴史の
中ではあったようです）。しかし，英語圏の大学
とはいえ，元来フランス語を母国語とする学生や
職員も多く，さらにはアメリカ，ヨーロッパだけ
でなく，アジアからも多数の留学生を受け入れて
いるため，キャンパスの中では様々な言語が行き
交っています。
　マギル大学では特に医学，化学研究が盛んであ
り，私たちの手術器具等でもなじみのある名前で
あるカナダの脳外科医Dr. Penfieldもマギル大学
に勤め，様々な脳外科手術を開発したとされてい
ます（彼の功績はモントリオール市民にもたたえ
られ，Dr. Penfield通りという通りが存在し，私
の研究室のビルはその通り沿いにあります）。私
の研究室のビルもあるメインキャンパスはモント
リオールのダウンタウンの中心にあるにもかかわ
らず，広大な敷地を持っており，多数の歴史的な
建造物に囲まれながら緑あふれる広大な芝生でリ
スが走り，多数の学生が昼食を食べている風景は
私がイメージする“これぞ海外の大学”です。そ
して週末にはこの広大な芝生の上を子供と散歩を
し，子供のとてもうれしそうな顔を見る時が，こ
ちらに来てよかったなぁと思う瞬間です。
The Alan Edwards Center for Research on Pain
Dr. Stone Pain研究室
　私はマギル大学歯学部に併設されるThe Alan 
Edwards Center for Research on Pain（アラン
エドワードペインセンター）に属するDr. Stone 
Pain研究室で腰痛の基礎研究をさせていただい
ております。このアランエドワードペインセン
ターは，1970年代に日本でもとても有名なマギル
疼痛質問表を作成したDr. Melzackが中心となっ
て慢性疼痛研究を行う研究室を，Alan Edwards
が経済支援を行った経緯からこの名前がつきまし
た。Dr. Melzackが熱心に行っていた疼痛研究は
現在でも引き継がれており，疼痛研究において最
も活動性の高い研究機関の一つであります。
　私が所属するDr. Stone Pain研究室は，Principal 
InvestigatorのDr. Stoneを中心に私を含め 7人の
研究員と 1名のテクニシャンの計 9名で構成され
ています。その 9名のうちDr. Stoneを含む 7名
が女性でそのうちの 4名がまだ小さい子を抱える
“ママさん研究者”です。彼女たちは朝に子供を
デイケア（日本でいう保育園）に預けてから出勤
し，自分の研究をテキパキとこなして夕方には子
供を迎えに帰ります。私は彼女たちのパワフルさ
にいつも圧倒される毎日です。また，彼女たちは
いつも私の妻や子供の事を気にかけてくれ，私の
娘が初めて歩いた事を報告すれば，“彼女の記念
すべきファーストステップがモントリオールだな
んて，なんと素敵な事でしょう !”と自分の事の
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モントリオールの人々
　モントリオールはトロントに次ぐカナダ第 2の
都市であり，フランス系住民が大半を占め，パ
リに次ぐフランス語圏第 2の都市でもあります。
1640年代からフランス人による入植が始まり，
1760年にイギリスに占領されるまでフランス領で
あったため，今もなおそのフランス系住民が大半
を占め，現地の人々はフランス語を話し，フラン
ス系の文化にプライドを持って生活をしていま
す。そのため，北米のパリと評されるように石造
りの住宅や石畳の旧市街が残るなどモントリオー
ルにはとても歴史的な街並が残っています。そし
て人々の中にはケベック州独立・自治の動きは未
だにあり，時々衝突もあるようで，非常にデリ
ケートな問題を抱える都市でもあります。しか
し，多くの人は英語も話す事が出来るため，フラ
ンス語の全く話す事の出来ない私でも生活に困る
事はありません。例えば，スーパーやレストラン
などでは従業員の方は“ボンジュール，ハーイ !”
と声をかけてくれます。こちらが“ハロー”と返
すと，完全にスイッチを切り替えてくれ英語で対
応をしてくれます。レストランでもフランス語の
メニューしかおいていない店もありますが，聞け
ば親切に英語で説明をしてくれるなど，とても優
ように興奮して喜んでくれたり，“今度家族でピ
クニックに行きましょう”と誘ってくれたり，男
性ばかりの社会でずっと生きてきた私にとっては
非常に新鮮な毎日であります。先日も，大きなグ
ラントの書類をみんなで協力し合って作成し，提
出し終わったあとにDr. Stoneが“打ち上げにいき
ましょう”と言って，みんなで向かった先は街一
番のアイスクリーム屋さんでした。近くの公園で，
アイスクリームを食べながら“ガールズトーク”
に花を咲かせる輪の中に加わるのは意外に楽しい
物です（実際は彼女たちの普段より早い英語につ
いていくだけでも大変な状態です）。
　さて，肝心の研究内容でございますが，私は専
らマウスを用いた腰痛の基礎研究に従事しており
ます。こちらではSPARC-nullマウスという自然
経過より早期に椎間板が変性をきたすモデルを使
用し，研究室独自の行動評価法を勉強しておりま
す。現在までの腰痛の基礎研究において大きな課
題とされていた，より自然な椎間板変性モデルを
用いて，今まで出来なかった腰痛の行動評価を行
う事の出来る数少ない研究室でそのノウハウを学
ぶため日々努力をしております。
写真 1　 研究室のメンバーとその家族とのバーベキューで（左から 2番目が
Dr. Stone，右から 3番目が娘を抱いた筆者）
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はしごする事もしばしばです。次に，モントリ
オールにはユダヤ系住民も多く，ベーグルやス
モークミートといった食べ物が非常に美味しいで
す。ベーグルは日本で食べていたそれとは全く異
なり，ほんのり甘目の生地とこんがりとした焼き
方が特徴で我が家の朝食の定番になっておりま
す。娘の大好物でもあり，週末にはお気に入りの
ベーグル屋さんに家族で買いに出かけ，その場で
焼きたてをつまみ食いするのがささやかな幸せで
す。そしてもう一つがスモークミート，これはス
パイスにつけ込んだ牛肉を薫製にした，ユダヤ人
が広めた食べ物で普段はサンドイッチにして食べ
ます。街一番のスモークミート屋さんに行くと常
に大行列です。この店のスモークミートはスパイ
スがとても美味しく，いつも我が家はテイクアウ
トをするのですが，すでに常連さんです。この他
にも美食の街と言われるようにフランス料理やギ
リシャ料理などとても美味しいレストランがたく
さんあり，とても充実した食生活を送っておりま
す。
海外生活をしながら思う日本
　こちらで生活をしていますと，日本とそして日
本人に対する評価がとても高い事に驚きます。現
しい人たちばかりで，普段はそのようなデリケー
トな問題を抱えているとは到底思えません。いつ
も彼らが，遠いアジアから来た私たち家族に見せ
る顔は，とても子供好きで気さくに話しかけてく
れる，時にお茶目なカナダ人の顔です。
モントリオールの“食”
　私たちが海外で生活するにあたり，とても心配
した事の一つが“食”でした。モントリオールは
セントローレンス川の中州の都市ですので，海は
ありません。そのため，新鮮な魚介類を日本のよ
うに食べる事は出来ません。また，日本からも遠
く離れているため，アメリカ西海岸の事情とは異
なり，日本人もそれほど多くなく，日本食のある
スーパーでも必要最低限のものしか手に入りませ
ん。しかし，我が家はこちらの食生活にとても馴
染んでおります。まず，特記すべきはやはりフラ
ンス系住民が多いという事もあり，パンがとても
美味しいです。もちろん日本でも美味しいパン屋
さんはたくさんありますが，こちらでは特にフラ
ンスパン，クロワッサン，タルトなど美味しいパ
ン屋がたくさんあり，“バゲットはこの店，普通
のクロワッサンはこの店でアマンドクロワッサン
はここの店で”という妻の指令とおりパン屋を
写真 2　 モントリオールの街並（モンロワイヤル公園からの景色，中心部か
マギル大学ダウンタウンキャンパス）
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終わりに
　以上，こちらに到着し半年間の生活についてと
りとめなく書かせていただきました。毎週のよう
に何かしらのトラブルが起き，それを慣れない英
語で一つ一つ解決するなど，留学生活は大変な事
がたくさんあります。しかし，新しい発見や新
しい出会いに満ちたあふれた刺激的なこの生活
を，子供の成長を見ながら過ごせる事に大きな幸
せを感じる日々です。これから，モントリオール
は冬になります。氷点下20度という私たちには想
像もできない世界がこれから訪れようとしており
ます。以前であれば，恐怖と不安が支配していた
であろう今の私の頭の中には，“これからどんな
見たことのない世界が広がるのか”楽しみにして
いる少し勇敢な強い気持ちが芽生えてきておりま
す。これも，留学，そして海外生活を通して得ら
れた“業績”なのだと思っております。このよう
な留学という素晴らしい経験の橋渡しをしていた
だいた千葉大学大学院医学研究院整形外科学   高
橋和久教授，大鳥精司先生をはじめ，千葉大学整
形外科同門の先生方，千葉医学会の皆様，そして
海外留学助成金をいただきました上原記念生命科
学財団にこの場を借りて，厚く御礼申し上げま
す。
　Merci Beaucoup !
地の人に“お前は日本人か?”と聞かれて，“そ
うだ”と答えると，“日本人はとてもpoliteだか
ら好きだ。”と言ってくれる事もしばしばです。
そして，街中に走っている車の半数以上は日本車
で，隣国のアメリカ車はあまり多くないのが現状
です。日本メーカーの電化製品を多く見かけます
し，実際に自分で海外メーカーの製品と使い比べ
てみて，その性能の良さ，細かい気配りなどは日
本メーカーの物に勝る物はありません。そして，
外務大臣を歴任し，首相にもなったある政治家が
所信表明演説で“わたしは，日本と日本人の底力
に，一点の疑問も抱いたことがありません。時代
は，内外の政治と経済において，その変化に奔流
の勢いを呈するが如くであります。しかし，わた
しは，変化を乗り切って大きく脱皮する日本人の
力を，どこまでも信じて疑いません。”と力強く
言っていた事を思い出します。残念ながら彼の首
相としての評判はあまり良くなかったようです
が，彼のこの言葉はまさに“真”であり，今更な
がらに私も勇気づけられ，今更ながらに誇りを
持って日本人として頑張り生き抜く事の大事さに
留学をして初めて気づかされました。そういう意
味でもこの留学生活というのは非常に有意義な物
だと感じております。
